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研究要旨： 

潰瘍性大腸炎に対して種々の内科治療、外科治療についての治療成績が報告されているが、本症の治

療の目的である QOL の改善についての客観的な分析は少ない。QOL の観点から各種内科治療、外科治療

の効果と位置づけを明らかにして本症に対する治療法の選択に関する治療指針を作成することが患者

の QOL 改善に重要である。そのためには内科、外科治療後の QOL を分析する適正な QOL 評価法を選択、

作成し、各種治療法の評価を行う必要がある。 

本プロジェクトは QOL 評価法を決定し、その後、各施設で前向きに患者を登録して各種内科治療、各

種外科治療の QOL 測定を行って各種治療の QOL を分析してその観点からの位置づけを明らかにし、適正

な治療法の選択に基づいた治療指針の作成に活用することを目的として 2017 年 7 月から開始した。 

QOL 評価法として SF36、IBDQ、Modified FIQL に疾患特異性尺度を加え、結果について各種の説明因子

の検討が可能となる QOL 調査票を作成した。2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で各種治療の横断研究

のための症例登録と質問票配布を開始した。その結果に基づいてその後に縦断研究を行って QOL の観点

からの治療法を評価し、治療指針に反映させる予定である。
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A. 研究目的 

潰瘍性大腸炎に対して新しい治療を含めて

種々の内科治療、外科治療についての治療成績が

報告されている。しかし、現状では本症の治療の

目的であるQOLの改善についての客観的な分析は

少ない。QOL の観点から各種内科治療、外科治療

の効果と位置づけを明らかにして本症に対する

治療法の選択に関する治療指針を作成すること

が患者の QOL 改善に重要である。 

そのためには内科、外科治療後の QOL を分析す

る適正なQOL評価法を作成し、各種治療法の評価、

比較などを行う必要がある。 

本プロジェクトは 2017 年７月に開始され、QOL

評価法を決定してその後、各施設で前向きに各種
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内科治療、各種外科治療での QOL 検討を行い、結

果を集積して各種治療法の位置づけを明らかに

してQOLの観点からの治療指針の作成に活用する

ことを目的としている。 

 

B. 研究方法 

QOL 評 価 法 と して SF36 、 IBDQ 、 Modified 

FIQL(fecal incontinence quality of life 

scale)(1)に疾患特異性尺度を加え、結果につい

て各種の説明因子の検討が可能となるQOL調査票

を作成した。患者に調査票記入を依頼し、担当医

は係ることなく、調査票を事務局に送付し、事務

局で分析を行う。横断研究の結果をもとに、縦断

研究を行う予定である。医師は患者の治療内容、

臨床経過を記入シートに記載する。 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析

することとしている。 

 

C. 研究成果 

2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で各種治

療の横断研究のための症例登録と質問票配布を

開始した。 

 

D. 考察 

 潰瘍性大腸炎に対する各種内科治療、外科治療

例の QOL を客観的に評価し、その結果に基づいて

治療指針の検討を行うことが治療によるQOL向上

に必要である。 

 

E.結論 

潰瘍性大腸炎に対する各種治療例に対して横

断研究を行い、その結果に基づいて縦断研究を行

って QOL の観点から各種治療法を評価し、治療指

針に反映させる予定である。 
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